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<>電話番続簿の索引の改正と調べ方<>

今岡電話番焼跡つ索副を改正致しまLだから、 主〈下認の索引の方詑・を御覧下さい。

|索引の改正I . If氏名の註ペ方|

u，従来の各管首都燃引は加入・村氏名の顕字だけ i本文の氏名のままペつ与は、従来の遁P加入場r氏名(叉

の‘のでしたが.~ト岡は向巴町字(例育}が i ピ稽捜.屋捜)の蹟文字の通俗の音量晋tこ依つてな

‘' 

• I 

ニ耳J.:.J.J:に瓦る場合代、第二字伺{倒青木~ I るペ〈五十音順に掲獄してあり念す.尤‘音量苦手の I .. 

育闘の;但laJ)t，..武の伽〈出してあります。

. .，修=..1貨危

M .................・M ・-・・1$

・¥.........・M ・..........・・4

¥a ・・H ・H ・......・H ・-…._

仁注.) 瓜..日本e畑tn弓守:(J tでwしてる

Jll ・す.

伺貰に第二宇田念で開巴‘の・E符木)'fj:三頁

以上に.ると8'は.M三字闘の最初の音量舎を

片仮名で偶外に幽してあ白念す.

例従って銭幕@慣外硫引開駒止して、主主の凪字

及第二司R慣曳限海己字闘の最初の聾古を片仮

舎で出してあり念す.

|射l方鎗|

賓客ーに淡紙五十.獄~It見る

第二に各晋1t・の嫌1.;1の国字減第二字自を見る

第三に欄外の策引をJl.~

掴卜ぽ青木本島障を揮す と舟

Sーに表紙の索引で r.r Jは一貫なることを知る

陣ニに-Jtの「アの郡術~IJ で宮正按す. r青島王

見つかったら.第三字自で・ 「氷J~探じて.

rw木」は161(1とあるととを知る.

篇さに16j;(以下の側外で「ハJt=探すと19頁であ

るととが何~.斯くして n管水稼雌」は19民

~.畝されてゐるととを知る。

周じものは字劃0少いものから踊ヨ~~ilt してあり

ます。

l-違憲|
仲 古い番聾簿は使用せぬζ と.但し附録は保存

のζと.)ド4同紙不足の~め酒~阪峨.車'峰、

規則、書式等の附録iま寝止するの巳む1:.1tに

ヨEりましたから.JCの郁分は別冊と して績込

み御保.y.下さい。

{勾追加喬聾簿は先iζ見るとと.

(3) 肴聾簿IC銭;Jt:.tJ"念したら.途に1U3加入

謀へ申出下さい》

{今新劇の呑竣簿を御受取になって.著し洛.l'I.

員範等の不良の鋼所&:御習を見:1).合ば2・m加

入謀へ御司園出になれば.raに御!JI検設し念

:す。

。)四月二日以後の異動の分は4・II してあり~-t-

ん。

(6) 他人名義の電話を使用し℃ゐるつむの氏名は掲

敏してあり念せん、 -l1しtlW希望の方は他人

名義徳敏請求書を御苑凶し下さい.

の電話.捜ψ刊らぬ場合r.t.f.I副知加入~は

114番〈局案観念しの J徹字〉へ、手働対加入

者』念 「番班係-，""相関合唱t下さい.似しui却

香H簿及本書按簿u:氏名.総娘、盟雄等でい

よいよ見つからなかった身合に問合せる僚に

して下さい。

• 

る
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< > 電 話 御使用上の注意<>

一|市内渇醤 I(受ZZ2高官22)

11手鍋式電話の場合 |

(J) 帯"の呼ぴ方・・H ・H ・-…....・H ・..・・次例の還りお

呼ぴ下さい.
‘・ゐ".，;， ‘・・ ・‘、II#'t .，...，. ，‘ .. 

-ニ千四百九十七喬..ヲ...."‘.・・、，，. 
・一千二百十香

{勾描話中のrt.鴛

|自由式電話の場合|

(1) 通;側.cグイヤル〉の姐してぢ

U) ・1it1¥'t!問えてからお砲し下さい.

例措止tでd'っちり鍋してお放b下さいJ

例謹lfl で砲し.11:へたと ttには一度受話~.を崎

けて又.'初からお刷し下さい。

， 樋問中に切れたとttは呼ばれたみは直ぐ受話 I ~) 遜話ゅの住怠
l 泌6::掛けて、民.に呼んで来るのをお守ち下さ

I 1.、.呼んだ方除受Cfi'与の締金物を二三同上げ
遜問中は受:8器の掛金物や細微盤tt:~らぬや

うにして下さい"i 下げして取舵K'~ヒ呼ぴ. -!J:れたととをお告げ
| 下れ、 I (3) ~話・後の注怠

l 伺包括附鷲
濁脂が梼んだと 1'tには必余受括2告を掛けて置

| いて下九

遜話が鴻んだと Itには必ナ受話穫を掛けマ置

いて下さい.

こ|即時遁雷 、 準 即 時 渇 冨 |

I f即時過艇の出家る局|

下旬のん相互i!I1t.よ!il~世話ですからお申込と同時
に酒(Jjf.:出来*寸.

』ぉ・ lal'>>方l

手鋪えではP何11'へJ と周.~があったと曹に r~時Jx.~
r~I&.Þ1t; J をお傍げ下書句、
01耐えでは豆急学f117調書JIとお呼び下草い.

IPr:事係が似たと曹納乎の)ol.s、客様と自分のJId.s、事害事E
Zヒ告げJCV)・電舗を切らないでお伶ち千語、、.

5ごE
| 郡 山 し 切 れ たと曹は柑Jt-unf酬明日-2ではご後学rlld書Jへ尖@ζ とl:a告げ-r:書い・

|準即時過信の曲家る局|

1{Mから下記の1jJへは通話がi見ーと~以外出、即
時通信と同じ僚に<<<-通信が肉釆~す.

日哩益金互』

子・玉ミでn f，何唱f.-J と・~U:"ったと竃に「隼旬"j院
はfJ階a歯周~jl:~・伶げ下書旬、.

ne式ではさて11:字rU8得」をおザび・ド!t，....

't'l?llq{Jがwたと骨相手。At、跡捜と町分41:).名、・司F
'障を告げて捻ø.~"ち"f璽 ぃ、 1也"'?民んでゐると司t I 

以外信u[<"'りながD*サo(尤も偲んでゐむ と唾でもヨE

念iZIU置ならIl C・9司:t~"とともゐP重ナ〉
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一般市外 遁 話 |

|お申込み方|

手働式では・...・H ・....r何番へJと1'P.!tがあったとき
に「配紘j又は「創路川名Jをお告げ下さい。

自動式では・H・H ・ ..・・・三敗字 n16~昏j をお呼ぴ下さ

い.Oe録保持t出たとを相手の局名、..控と自分

の局~.祷間を告げ一旦.脂を切ってお持ち

下さい.荒む渇訴す掃理念らtrJtの際 r~念通

路Jとお市出下さいo(後からで‘普通遺活を室

f2:遜:Tiに受』圧するlととが出来ます}

iぉ閉会せ方|

東京から市外滋話J)出来る土地や通話料のお同合

せは

香働式では・ -…………「市外筑)0喬J
a動式では……....・H ・-三歎字rtJ5#J
をお呼ぴ下さい.

:If寵問遁 話 |

夜間通話除午後八時からl'-日午前七時迄の聞に笹

制する普通遜路料三寸積以上の土治ιの市外通

路で. 苑.~金はニ.一割方公くなってゐます
から.おむ守でない用事には此の制度を'lI~lm
下さい.

|週置の車清l
(1)手働弐では・・-………「市外500香J

自動式では…・・・…・・三歎字f115番J
t:iヂんでお市関下さい.

得議話取滑料が寝る渇合は3たの通りです。

似}遜話7)耳~a開給1<:曾って双方Eちらかの加
入者が通話・不安又は不従業。他の理由で遜

話をしないと ~o

{司 護活をおつなき'しようとして開求:者企呼ん

でも線燃や副理局にAt障がたゐゅにR仰のな

いと 110

{Ilし“}及(o)の喝合におゆs後'it遜逗話は四十

分.歪fb:遅需は二十分~経過して居れば取

前科は~り~ぜん.

l定時過 話 |

情求者の希望の時期に通話が凶来るm外遺ztu
余地は"酒j[~/i料ω問俗です。

お申込は「配路$lJをお呼び下さい.

1岸壁電話との遇措 |

損漢.大阪.名古盟.神戸の各絡のF手段tζ繋留中

の艦船との題担・で.:ts Ifl込は~lli(へは r$即時
係J、共@他へは rJUO.係Jeお呼び下tきい.命

東京港とも今年内には濁蹄が出来るやうにたる

漫定です.

|静戸近海を航海中の船舶との遁脂 |

お申込ば「呼出係.えノ内J23I1Jをお呼ぴ下ざい.

'7 

~ 

ー句

四!回 際 ・遡 豆J

京殉

ク

Y

噌
J

、明

出

碍

コ

h
y

回

ス

ム

y

h

・
ν

.n
・

ン

イ

y

-

P

ア

ピ

h

z

ル

ス

1
1
6
A
片

品

ぺ

ー

ヅ

一精
一
J

け

J
「

「

山

一

一新

一
天

J

カ

パ

一
る

一
事

人

シ

同

ル

一
な
-

・

け

・

ク

ル

一
主
一

端

L

V

S

ン

ノ

一
&
一

大

‘

引

メ

ホ

同

一
家
一

恥

品

川

れ

れ

J
h

判

一
崎
一

新

天

ヲ

ト

ヤ

ジ

一
の
一
、

-

フ

ン

チ

デ

一
龍
一

北

京

y

シ

ン

オ

一
週
一
室

北

サ

ヲ

サ

9

…

か

銭

遺

…

す

取

は

ま

・

眠

…

判

山

市

港

j

7

μ

S

E

'

1

d

v

 

は

係

・

へ

勺

高

名

・

丸

式

電

地

い

回

す

l
l
a
劃

限

る

さ

』

2

一

団

同

系

下

及

来

7
-

と

出

ね

丸

出

せ

一

ぷ

の

和

倉

が

A
O

二

時

諸

お

錨

と

問

一

を

濁

で

・

乙

h
b

一
J

e
訟

回

る

U
一

帯

い

方

、
l
外

す

-
H
-

ー
さ
じ

-s-開
名

竺

m-FH同
一山
一
、
指

ι同
一

句

込

a
・
一
週

一
周

含

込

一

ゆ

噌

等

一
U
一
一
民
活

a
Z

レ

お

間

-
4
4
一
被

脂

お
一

円

ら

時

一
指
一

・中

~. 

五|電信の呼出

a:高官7闘とは電話・に加入してゐない人!:Jtの附涯

の併《岬出して遍路をする )j訟です.

ぉ..~~方法は「丸ノ内 t23 喬J を"".んで相手の

• .. 
住所.氏名.郡湘BII. 抗的段、自分の崎札唱~l

榔 ωmb i 
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o電話加入事務案内o
i 電話加入事務ll:脱ては宮局加ス課(丸ノ内23-0421需)へお閉会せ下~い

H加入の隙I I (31 仰に際し臨限措置場所が献しないと

1 加入の織には蹴局の胞を得たければれま i合

| 仇竃川柳lJとして市の場合同州 | 倒共叫電話似て間しと認めたとき j
j aはず。 ーァニ25:ι:.t*. ¥¥ 
! (1)温情省公毘の脱線都練慨はき取'

や)企記事向t:立即するにJtる資料
銭~t~ I 

向州金J~・側組合・銀行・儲鰍tζ鰍 11 減省公民竃附蜘|
に入れ叉t:t.t恥民をするとき

以上の外.lUe聞の如1t特徐の場合は承認される

ととがあり'tすが.総しいととは加入謀へ御考

ね下さい.

加入..波に'.必唱な.掴

Ul 加入磁波放~~求寄

{吋加入漬泌総明'"

例-加入.fの印也官明書

判新加入宥の印EJ氏

ot-I加入Ja波の理的自t活躍するに足る相盆委軒

11電信健舗の移鱒昆他人方肢置|

.~k.織の移，*1..:問来るのは.原則として加入者

の局所.住所、叉，11..に使用する場所へ移持

すると~，こ限られて居~'lす@併し其の他の場

合でも特別の窃IUに依P他人方A 設置の許可を

受けた所への移仰は~.A:~り去をIt;。

!"にaψ耽"
e “)11路相陵情t芸術開求嘗

(1) 遺伝谷公邸電沼符縁;省は.電話符業組合を鍾

織し又鈴.細則t定め.la.め湿tit省の認可を

得.常時電眠11・署@監督の下にー定め管業をn
して居払Jc1;聞に rafa?r公認Jの文字.質賃

債絡、金融.1.(興後符及手.斜.JC;V害警護』と必

要な事項を鍋凶して腐り l念"to

.2，公認"倉の氏4は 賊 納 国 @ 肘 侮 ピd
~~すe

ω 公泌~..てゐない電昂寝賓が取引したいとも

限りませんが、この概念総dI腕ア輔

が胤*t.'it..んから網注怠下さい.

|電話標準慣格|

(1) tNに於ける1U8の倒絡は.:kの申書説に依り

多少高低はあり念すが脅迫の‘のは11∞国です

命他人11:舶は貸する指令除、 nt量破以内!

です。 ωち賞輔の領械のものであれぽ-!TJJ16 i 

菌加鍍以内です.

〔お電:，U..僚とする金融も.日沙五銭以内fC隈

. . ~吋 移仰の2SJlh及率貨を:tI.拾するに足る相答資料 I Tt.す。

上舵後段の場合は(，flの外OfC他人方設鋸許可申 Ir一一一一1.IIr. .....~~.........111公民電話工事・曾者 l
輸 & I~----------~ 

H，電信償織の一時鎗去 1 . 、

1，.，搬棟の一時撤.制:凶来るのは

iト・てM す.

しある量産物。修司改築又は靖

，;不在ω'tIt 

:b'.!入:ð"vS食倒険持Ic:係る.tft~受電話俊や.五五電通

恨のヱ事U:.遺f口局企胞の也鴻エ事穐;&'者で語

ければ施行が飴釆念ぜん.ヨEカ2l捻縄--が~.. 

てゐるA公認をf~たい電司U:-!J嫌が碕行令ん E

してもtA過への手慣は出来1:せんからよく御霊

3陛下さ伶.向その氏名は一郎の宥を除~資表紙

内踊;/).1;慣にありt.す‘ l 



6 l誌おIあ局総抑制附妻電子三11
1; I臨時電 話 i
j 抵僻・ 4臥貸出し等の際電t肝短期間側 1...;"..:

いときは臨時1Iti告を御利用下さu、'";N;・の期聞は

三十日以内です。

'1 ，電話寄鰻簿特殊蝿帳|

(1) .~使t.ll...........・1加入者除自己の氏名.構法

等の直"に縫ってニ鋼所以上に実のf1'‘を掲絞

するととが幽来~守.

(2) 他人名義鍋蹴・H ・H ・-・・・・電2耳慣政位場所居住者

の名S島をt1a1lすると&が凶*念す.

一-
助 役 所 叉t全電話相R段広場所J)町1d島地改締7)

2ニl!

(勾踊磁の印重量を紛失又は~印 1 .，..井ft'

(4) 改控又は改名したと1t

(5) 相績をしたと冷

(め訟人又は常法人が其J)代富民事~.を!JU! したと

き

防法人にして合併したと含

t注意】

~5Xi)<n Ni Jijは~の司E賓のめった .~ ~まり~

以内のこと

*之...筏9・・2又は他人名磁伺n~.lI ぜんとす 1
るときは三月三十一時に仰献舵糟凶 11其の他の違憲|

ac~ ら念いと.ヨt"f~配分肉料金~J隆敏εれ~す.

， 1....鰍告鰍|

| 雄でも審開簿へ廃合禍献をゆ込ι・ζ とが出家ま

ず。

|電信規則温度に劃する慮分|

! 蹴m鏡…一遜蹴-訴m肌友抑停悦止臥

叉は加入除名a等事の.偉分t雪受Eけること治が:あり t念kす

その主なる‘のは雪氏。場合で寸。

(1)加入漉波及穏お腹，.~.紳専に開， tる凄頬に不

貨の!e訟をしたと1t

(2) ff可~くじて加入者・の役所、民所叉仕事Ilt

に使用する場所以外を町活復泣涜喝所!:L;た

と~

向輸波司防相良守私波宮崎主:trpT!:{付穆縛

したり翁捜したb&". 

(.， 'l!U;.'C倣の慢総{例へIr臼動式電話料金

貯司官級の如Itもの〉を取付けt.~ ，守

(5) 電蹄宮署の指，f...に4廷は f.~ い ~ 1t

障の如含災動治坊った場合は院にk~陶・ドぃ。
(1) 住所t穆縛したと~

(1) 鍵副書類J)文字は疋猶明瞭に..<ζと

{勾加入者氏名は戸籍上のものに限るニt

(3) 印鐙は印鉱澄明の取れゐもの佐官E刈のこと

(4) 請求寄に雌J附ナペð'~使知事求~制のも ωた

るとと

(5) エ事を要する欄求は年闘に凶すとと

(6) 加入磁波の際滞納料金がゐる也frt1概括ul
上新加入者(卸ち積受人〉が月~.すると 止 にな

ってゐまずから行a1!~・3・め御智恵のこと

I .11に闘する金なる料金|

(1) 悲 本 1ln1濁加入内fF!叙1 凶十瓦置
本下 1切司:m入 積 三..十三四

(勾度 敏 車事 通話毎に 一 姥

(3) 名 遺 産 健 医 軒 十五関

(4) 電荷慢械移仰科 i1I4織一疎時内外徹移診樽会悼
主 十個
U14 関
同 間

(5) 卓上電話組理 国

仰精設電路復(守逼慢 十二 国
ゅよ後 .二十ニニ圃

(71 臨 時 " 鉱{担使R用R科目額料
二十関
ー 国

例議柑糾殊一編制に ?ぇ 側
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